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「総合的な学習」での 活用 を前提 に した

　　イ ン ター ネ ッ ト学習環境の あ り方

一小学校にお け る 「情報活用の 実践力」育成の 学習指導 を前提 と して
一

堀田 龍也 ＊ 1

「総合的な学習の 時間」に お い て は
，　 「情報活用 の 実践力」を期 した実践開発が望 まれ

て お り，その た めの イ ン フ ラ と して イ ン ターネ ッ ト学習環境の 整備が 急 ピ ッ チ で 進め ら

れ て い る 。 本論で は
， 「総合的な学習の 時間」の ため に イ ン ターネ ッ ト上 に 整備 され る

べ き学習材や共同学習プロ グ ラム 等の望 ま しい 姿に つ い て 検討す る 。
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1 ． は じめ に

　小 ・中学校へ の 「総合的な学習の 時間」の 導入 ，

中学校技術 科に お ける情報基礎領域 の 必修化，高等

学校普通科 に お ける教科 「情報」の 必修化 など
， 情

報教育を取 り巻 く動向は 急展開を見せ て い る 。

　 「体系的な情報教育の 実施 に向けて」　（情報化 の

進展に対応 した初等中等教育 に おける情報教 育の 推

進等 に関する調査研究協力者会議，1997．10）に よ

1？　，情報教育の 目標は以下 の 3点に 整理 された 。

（D 「情報活用の実践力」

　課題や 目的に 応 じて情報手段を適切に 活用する こ

とを含め て，必 要な情報 を主体的に 収集 ・判断 ・表

現
・処理 ・創造 し，受け手の 状況 な どを踏 まえて 発

信 ・伝達で きる能力

（2） 「情報の 科学的な理解」

　情報活用の 基礎となる情報手段の 特性の 理解 と，

情報を適切 に扱 っ た り， 自ら の 情報活用 を評価 ・改

善する た め の 基礎的な理論や 方法の 理解

（3） 「情報社会に参画す る態度」

　社会生活の 中で情報や情報技術が果た して い る役

割や 及ぼ して い る影響 を理解 し， 情報モ ラ ル の 必要

性や晴報に対する責任 に つ い て 考え ，望 ま しい 情報

社会の 創造に参画 しようとす る態度

　同報告に よれば，小学校段階で は 「情報活用 の

実践力」を主に 「総合的な学習の 時間」に お い て 育

成する とされ て い る 。

　2002 年の 新教育課程 の完全実施は ，学校五 日制や

イ ン タ
ーネ ッ ト導入完 了と時期 を同 じ くして い る 。

学校五 日制時代に必要に なる 「生 きる力1 は，　「総

合的 な学習 の 時間」を中心 に 育成 さ れ ，その ため の

イン フ ラ と して イ ン タ ーネ ッ トが導入され るため で

ある 。

　こ の こ とか ら，イン タ ーネ ッ トの 教育利用 は，こ

れ まで の よ うに 教科学習の 中で 有用な コ ン テ ン ツ を

整備する時期か ら，　「総 合的 な学習」で の 授業 に耐

え うる学習環境 として と らえ直 され る べ きで ある 。

さらに は 「情報活用の 実践力」の 育成 を期 した学習

指導を意識 した利用方法が工 夫 され る べ きである 。

2 ． 「総合的な学習の 時間」で期待 され る

　　授業 とイ ン タ
ー ネ ッ ト活用

　教育課程審議会の 中間 まとめ （1997．11）に よれ

ば ，　「総 合的な学習の 時間」で は，　「情報活用 の 実

践力」に 関 して 以下 の よ うな授業が期待 され て い

る 。

・小学校にお い ては コ ン ピ ュ
ータ等の情報手段 を

適切 に 活用 する

・自らの 興味 ・関心 に 基づ き，ゆ とりをもっ て課題

解決や 探究活動 に主体的，創造的 に取 り組む態度

の 育成を図 る

・知識 内容を教え込む の で はな く，情報 の 集め 方，

調 べ 方，ま とめ方，報告や発表 ・討論 の 仕方 な ど

の 学び方や もの の 考え方の 習得 を重視する

・各教科，道徳 ， 特別活動それ ぞ れで身に付け られ

　る知識 や技 能を児童生徒 の 中で 総 合化 させ る

・通常の 教科 と同様の 評価は 行 わず ， 活動へ の 参加

状況や参加意欲，報告書な どか ら学習 の 成果 を適

切 に評価する

　以 上 よ り，　「総 合的な学習の 時間」に お い て期待

され る イ ン タ ーネ ッ ト学習環境 に は，次の よ うな要

件が 見い だせ る 。
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・
多様な興味関心に 応 じる こ と

・情報活用 や，学び方の 習得が うなが され る こ と

・各教科等で得 られた知識技能が総合化 され る こと

・自己評価 を うなが すこ と

3． イ ン タ
ー

ネ ッ ト学習環境は どうなる

　　べ きか

　現在，　「総合的な学習の 時間」で の 利用 を意図 し

たイ ン タ
ー

ネ ッ ト上の 小学生向けプ ロ ジ ェ ク トが す

でに い くつ か 進行 して い る 。 こ こ で は，学習環境の

機能ご とに分類整理 する 。

（1）学習材

　岐阜大学に よる 「教育用 マ ル チ メ デ ィ ア素材情

報」　（http：／／www ．crdc ．gifu−u．ac．jplmmdbD等をは じ

め と して
，

マ ル チ メ デ ィ ア学習材の 整備が教科書会

社等に よ っ て 進め られて い る。 デ ジ タ ル 化 した素材
の クオ リテ ィ

ー
と情報量は極め て高 く，児童の 追究

学習の 支援材になる 。 通信回線の 高速化に ともな っ

て ，最近で は動画像 の 提供 も検討 され始め て お り，
例 えば富山県で も県生涯学習 カ レ ッ ジ映像 セ ン タ

ー

等で地域素材の 提供 を開始 しつ つ ある 。 こ れ らは広

（生涯学習に寄与す る こ とを巨的 と して い る もの で

あるが ，学習機会の 拡大に 対応で きる 自己学習力の

育成が 「総合的 な学習の 時間」設置の 目的の ユつ で

あ る こ とか ら も，こ の よ うな コ ン テ ン ツ の さらな る

整備が望 まれ る 。

　また、デ
ー

タベ ー
ス か らの 照会結果を児童 ヘ グ）認

短 負荷 を考慮 して 表示する子 ども向け イ ン タ フ ェ イ

ス の 研究が さら に 進め られ る べ きで あろ う。

（2 ）検索 エ ン ジ ン

　 「こ オa っ と900 」　（hitp：／fVVVVW，goo，vvnn ，o＝」

’
pn 　や

「Yahoo ！きっ ず」　（http；／2kids．yahoo ．co
、IPD の よ う

な子 ど も用検索 エ ン ジ ン が こ こ 1年で 急速に 充実 し

て きた 。 こ れ ら は い わ ゆ る ホ ワ イ ト リ ス トに よ る 検

素エ ン ジ ン で あ り，有害情報 へ の 対応 もな され て い

る 。　「総 合的 な学習」にお い て ，児童が 多様な情報

に あた る た め に は必要なイ ン フ ラ で ある と言える

が ，こ こ か ら検索 され た行 き先の ホ ーム ペ ージ の 内

容 が ほ ん とうに 学習 材 と して 望 ま しい か と い う点 に

お い て は
， 事実上管理不 能で あ る 。 子 ど も向け の 良

質サ イ トが同時 に 開発 され て い かなけれ ば な らな い

が ， CD −ROM 事典の 低廉化や学校対応が進 む中，イ

ン ターネッ ト上の 情報に求め られ る要素は，む しろ

リア ル タイ ム 性 と交流性 に力点が置か れ る方向に進

む と思 わ れ る （堀 田，1998a） 。

（3 ）共同学習 プ ロ ジ ェ ク ト

　 「こね っ と ・プ ラ ン 」 に お い て は ，実に さまざま

な プ ロ ジ ェ ク トが展開 され て お り，年 々 充実度が 高

ま っ て い る （http：／
t
／www ．　wnn 、or．Jp／wnn −∫／） D 　「参加

しよう」　「交流 しよ う」の よ うな語 りかけで
， 多 く

の企画が実際に稼働 して い る 。

　 イ ン タ ーネ ッ ト上 に こ の ような学習 プロ ジ ェ ク ト

が多 く開設 される こ とは 望 ましい が ，やや もする と

児童の 質問 に たやす く回答 して しまっ た り，やみ く
もに内容が 高度に なっ て しまい 調べ 学習が形式的に

終わ っ て しまうな ど，か え っ て 「総合的な学習」の

コ ン セ プ トに反 し て しまう恐れ もあ る
。

い

ネ ッ トワ
ー

ク教育利用促進研究協議会で は ，イ ン

タ
ー

ネ ッ ト上 の 共同学習の 望 ま しい 姿 を模索 して い

る （舶 p溺 foneLmbc ηfLcα初 。 イ ン ターネ ッ ト上
の プ ロ ジ ェ ク トに 関わる こ とが ， 児童の 直接体験 を

増幅 し，情報活用 をうなが して い くようなモ デ ル と

なる プ ロ ジ ェ ク トの さ らなる開発が急が れ る 。 そ こ

では ，イ ン タ フ ェ イス や ネ ッ トワ
ー

ク整備の 問題の

み で な く，学習課題の あ るべ き姿や，ネ ッ トワ
ー

ク

上で学習 を支える 人 の 機能や資質に つ い て もあわせ

て研究 され て い る （堀田，1998b）。

（4 ） 自己 学習を支え る web −basedな教材群

　諸外 国で は 子 ども／ 成人／教 師向け の web −based
な教材が 多数イ ン タ ーネ ッ ト上で 提供 され て い る 。

日本 にお い ては，自学 を うなが すこれ ら教材群の 整

備 は まだ発展途上 にある 。 生涯学習時代に対応 した

web −based教材の
一

環 と して児童用 の 教材開発 も進

め ら れ て い る （永野 ほか， ig98） 。 こ の 分野 に は
，

今後，教科書会社や教材会社 の 進出が期待され る 。

　同時 に， い つ か らで もス ター トで き，個別 の 進度
に応 じる こ とが で きる カ リ キ ュ ラ ム 管理 シ ス テ ム の

運用 も．園 田学園女子大学 の 在宅聴講 シ ス テ ム 等 を

皮切 りに 始 ま りつ つ ある 。

4 ． お わ りに

　以上 ，　 「総 合的 な学習 の 時間」で 「情報活用の 実

践力」 を育成する ため の イン ターネ ッ ト学習環境の

あ り方に つ い て検討 して きたが
， 授業 に おい て こ の

よ うな学習環境を上 手に提 供し、試行錯誤 を保障

し，自己評価 をうながすの は教師であ る 。 教師の 授

業観 の シ フ トが こ とさら に重要で ある こ とを最後に

指摘 してお きた い
。
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